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去
る
、
十
二
月
十
八
日

（
火
）
大
倉
地
域
連
合
町
内

主
催
、
宮
城
地
区
西
市
民
セ

ン
タ
ー
共
催
に
よ
る
平
成
二

四
年
度
第
一
回
、
出
前
講
座

を
日
向
集
会
場
に
て
開
催

し
、
二
十
八
名
の
参
加
を
頂

き
ま
し
た
。

今
回
の
内
容
は
、
小
椋
好

子
先
生
を
お
迎
え
し
、
「
新

鮮
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
」

と
題
し
て
、
近
頃
不
足
が
ち

な
野
菜
料
理
を
講
習
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

料
理
メ
ニ
ュ
ー
は
、
キ
ノ

コ
ご
飯
、
里
芋
シ
チ
ュ
ー
、

根
菜
サ
ラ
ダ
、
ほ
う
れ
ん
草

の
み
ぞ
れ
和
え
、
白
菜
の
お

ひ
た
し
。

使
用
し
た
野
菜
は
、
自
分

の
畑
や
、
大
倉
地
域
で
育
っ

た
野
菜
、
キ
ノ
コ
を
使
用
し
、

気
軽
に
調
達
で
き
、
調
理
で

き
る
食
材
で
し
た
。

調
理
後
、
庄
司
大
倉
地
区

連
合
町
内
会
長
に
も
出
席
し

て
い
た
だ
き
、
全
員
で
試
食

し
な
が
ら
、
楽
し
く
賑
や
か

に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
出
前
講
座
は

左
記
の
通
り
で
す
。

恒
例
と
な
り
ま
し
た
大
倉

学
区
民
体
育
振
興
会
の
冬
の

事
業
で
あ
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
キ
ー
」
を
、
来
る
二
月
二

日
（
土
）
、
ス
プ
リ
ン
グ
バ

レ
ー
泉
高
原
ス
キ
ー
場
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
大
倉
小
学
校
の
ス

キ
ー
教
室
と
同
じ
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
保
護
者
並

び
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

詳
し
く
は
今
月
号
と
一
緒

に
配
布
さ
れ
て
ま
す
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
キ
ー
参
加
申
込
書
を

確
認
し
て
下
さ
い
。

尚
、
不
明
な
点
は
、
大
倉

学
区
民
体
育
振
興
会
事
務
局

平090-4884-3314

ま
で

連
絡
願
い
ま
す
。
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今月の題字：大 倉 小 学 校 ６ 年 發 地 那 奈 さ ん

平
成
二
十
五
年
一
月

睦
月

月

刊

今
月
の
『
お
ら
の
ま
ち
便
り
』
は
、
出
前
講
座
、
大
倉
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
、
大
倉
学
区
民
体
育
振
興
会
、
大
倉
連
合

育
成
会
か
ら
の
報
告
・
連
絡
と
各
町
内
会
か
ら
の
報
告
で

す
。

お
ら
の
ま
ち
便
り

大
倉
地
域

大
倉
地
域

連
合
町
内
会
た
よ
り

恒
例

平
成
二
十
四
年
度
出
前
講
座

地
元
の
野
菜
料
理

大
倉
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

地
域
の
救
急
に
備
え
て

救
急
救
命
講
習
会
実
施

去
る
、
十
二
月
十
四
日

(

金)

、
大
倉
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
は
、
年
間
行
事
で
あ

る
救
急
救
命
講
習
会
を
日

向
集
会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。時

間
帯
は
、
夕
方
六
時

か
ら
で
、
会
員
に
と
っ
て

は
、
夕
食
の
準
備
で
忙
し

い
時
間
帯
で
し
た
が
、
十

六
名
の
方
々
が
、
地
域
の

救
急
に
備
え
参
加
し
、
受

講
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
師
は
、
宮
城

消
防
署
熊
ヶ
根
出
張
所
救

急
隊
の
佐
藤
救
急
救
命
士

に
依
頼
し
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
、
初
め
て

の
方
、
若
い
マ
マ
さ
ん
な

ど
会
員
以
外
の
方
も
受
講

し
て
頂
き
、
佐
藤
さ
ん
の

講
話
に
耳
を
傾
け
、
モ
デ

ル
人
形
や
Ａ
Ｄ
Ｅ
を
使
っ

第
二
回
出
前
講
座

日

時

一
月
末
頃

会

場

大
倉
日
向
集
会
所

内

容

蔦
を
使
っ
た
工
芸

品
作
り
体
験

問
合
せ

早
坂
法
子

℡(

３
９
３)

３
７
２
７

日
程
、
内
容
、
参
加
費
、
申
込

み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
チ
ラ

シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
内
容
は
変
更
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

た
実
技
に
も
真
剣
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

佐
藤
講
師
に
は
、
基
本

を
親
切
、
丁
寧
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
、
質
疑
で
も

誰
で
も
理
解
し
や
す
く
答

え
て
い
た
だ
き
、
笑
い
声

も
聞
こ
え
る
く
ら
い
和
や

か
な
雰
囲
気
で
三
時
間
の

講
習
会
を
終
え
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、
「
い
ざ

と
い
う
時
に
、
今
日
受
講

し
た
こ
と
を
実
行
で
き
る

と
良
い
ね
」
「
毎
年
受
講
し

て
も
初
心
に
戻
り
ま
す
」

「
体
で
覚
え
る
事
が
大
切

だ
ね
」
と
感
想
も
聞
か
れ
、

実
り
の
あ
る
講
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

文
…
大
倉
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
長
早
坂
博
子

大
倉
地
区
の
主
な

Ａ
Ｄ
Ｅ
設
置
施
設

・
大
倉
小
学
校

・
大
倉
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

・
定
義
如
来
西
方
寺

※
編
集
把
握
デ
ー
タ
ー

大
倉
学
区
民

体
育
振
興
会

ス
キ
ー
教
室
開
催
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来
る
、
一
月
二
日(

水)

、

定
義
館
に
て
、
新
年
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

来
る
、
一
月
十
四
日(

月)

、

新
年
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

各
町
内
会
か
ら

大
倉
栗
生
町
内
会

白
木
町
内
会

去
る
十
二
月
二
十
四
日

(

月)

、
定
義
交
流
セ
ン
タ
ー

に
て
、
役
員
会
を
開
き
、
新

年
会
や
、
総
会
、
山
の
神
講

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
新
年
会
は
、

一
月
十
二
日(

土)

に
定
義
館

で
行
う
事
が
決
ま
り
ま
し

た
。

定
義
町
内
会

ま
た
総
会
を
、
こ
れ
ま
で

二
月
二
十
五
日
に
開
い
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
、

三
月
の
土
曜
日
開
催
と
決
ま

り
、
今
年
は
、
三
月
十
六
日

に
開
催
す
る
事
を
、
山
の
神

講
と
、古
峰
神
社
参
拝
の
「
お

ひ
ま
ち
」
を
二
月
十
七
日

（
日
）
に
行
う
事
を
確
認
し

ま
し
た
。

定
義
町
内
会

大
倉
日
向
栗
生
地
区

獣
外
対
策
協
議
会
報
告

────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────

大
倉
四
季
探
検

定
義
雪
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

大
倉
四
季
探
検
は
、
十

二
月
十
四
日
（
金
）
、
十
二

月
二
十
六
日
（
水
）
に
役

員
会
を
開
き
、
第
三
回
定

義
雪
ま
つ
り
を
二
月
十
日

（
日
）
、
十
一
日
（
月
・
建

国
記
念
日
）
の
二
日
間
開

催
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
の
デ

ザ
イ
ン
を
選
定
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
第
一
日
目
の

旧
暦
正
月
の
二
月
十
日

（
日
）
五
時
か
ら
定
義
の

来
山
門
か
ら
門
前
の
参
道

に
雪
灯
籠
を
設
置
し
、
点

灯
し
幻
想
的
な
門
前
町
を

楽
し
み
ま
す
。

二
日
目
、
二
月
十
一
日
は
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
、

定
義
ス
キ
ー
場
跡
ま
で
歩

き
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
の
奇

跡
や
、
冬
期
間
の
植
物
を
観

察
し
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
定
義
如
来
西
方
寺

駐
車
場
と
そ
の
周
り
で
は
、

特
設
ミ
ニ
ソ
リ
場
を
作
り
さ

ま
ざ
ま
な
ソ
リ
遊
び
や
、
か

ま
く
ら
体
験
、
ト
ラ
ク
タ
ー

や
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
に
よ
る
よ

り
引
き
体
験
も
行
わ
れ
、
夕

方
は
、
雪
灯
籠
を
楽
し
め
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
倉
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

一
八
〇
〇
キ
ロ
ワ

ト

来
春
運
転

十
二
月
二
十
八
日
（
金
）
の
河
北
新
報
朝
刊

に
、
無
店
舗
型
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
な
ど
を
行
う
Ｄ
Ｍ
Ｍ
．
ｃ
ｏ
ｍ
（
東

京
）
が
、
仙
台
市
青
葉
区
大
倉
に
あ
る
東
北
福

祉
大
の
運
動
場
に
、
最
大
出
力
約
一
八
〇
〇
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
（
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
）
の
建
設
を
計
画
し
、
来
年
二
月
に
も

着
工
し
、
春
ご
ろ
の
運
転
開
始
を
目
指
す
。
と

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

発
電
さ
れ
る
規
模
は
、
約
三
．
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
、

一
枚
二
三
〇
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
七
八
四
〇
枚
設
置
し
、

当
面
は
出
力
一
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
稼
働
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
一
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
稼
働
さ
れ
る
と
、
一

般
家
庭
五
〇
〇
戸
分
の
電
力
が
あ
り
、
大
倉
ダ
ム
水
力
発
電
の

常
時
出
力
（
一
四
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を
上
回
り
ま
す
。

大
倉
の
新
し
い
施
設
と
し
て
、
話
題
を
呼
び
そ
う
で
す
。

※
大
倉
ダ
ム
は
最
大
発
電
は6.5m

3/s

の
水
量
で5,200kW

で
す

大

倉

連

合

育

成

会

十

二

月

二

十

三

日

（
日
）
、
定
義
こ
ど
も
会

・
日
向
こ
ど
も
会
合
同

で
ク
リ
ス
マ
ス
親
子
料

理
会
を
日
向
集
会
場
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

食
改
さ
ん
方
の
ご
指

導
と
お
手
伝
い
を
頂
き
、

和
や
か
ム
ー
ド
で
親
子

揃
っ
て
タ
コ
ラ
イ
ス
・

塩
麹
ス
ー
プ
・
豆
腐
ハ

ン
バ
ー
グ
・
り
ん
ご
パ

フ
ェ
を
作
り
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
く
有
意

義
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

親
子
楽
し
く料

理
教
室
！

調理の様子▲
集合写真 ►
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食改（食生活改善推進委員会）は、大倉小学校の依頼を受け、３・４年生と５・６年生の親子に料
理教室を実施しました。

３・４年生には、「はやねはやおき朝ごはん」と
題し、自分たちが育てた「新米」を使い、とろ
ろ飯、厚焼きダシ玉子、野菜サラダ、トーフ・
わかめ・ネギの味噌汁、ヨーグルトを調理しま
した。

５・６年生の親子には、「親子で夕食作り」をテ
ーマに太巻き、鮭のムニエル、ダイズの五目煮
寒麹スープ、果物ヨーグルト和えを調理しまし
た。
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十
二
月
のセ

ン
タ
ー
報
告

早
く
来
い
こ
い

お
正
月

前
日
の
天
気
予
報
で
大

雪
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
三
十

名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
午
前
中
は
セ
ン
タ
ー

職
員
が
講
師
に
な
り
あ
き
缶

を
再
利
用
し
て
の
「
ミ
ニ
門

松
」
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
竹
、
梅
、
松
を
使

い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ミ
ニ
門
松

を
作
り
今
年
は
い
つ
も
と
は

一
味
違
う
お
正
月
を
迎
え
ら

れ
た
と
喜
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。
午
後
は
地
元
の
結
城
今

朝
衛
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い

し
「
し
め
縄
」
作
り
を
行
い

ま
し
た
。
わ
ら
で
縄
な
い
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
思
う
よ

う
に
縄
な
い
の
コ
ツ
が
呑
み

込
め
な
く
悪
戦
苦
闘
の
連
続

で
し
た
が
、
な
ん
と
か
最
後

は
自
分
で
作
っ
た
し
め
縄
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
出
来
、
と

て
も
感
動
し
て
い
た
よ
う
で

す
。

一
月
の

イ
ベ
ン
ト
紹
介

・
七
草
粥
を
食
べ
よ
う

七
草
粥
を
食
べ
て
、
一
年

間
の
無
病
息
災
を
願
う

日

時
・
七
日
（
月
）

十
一
時
三
十
分
～

十
三
時
三
十
分

参
加
費
…
無
料

参
加
対
象

ど
な
た
で
も

・
団
子
さ
し

団
子
の
木
に
餅
や
飾
り
を

付
け
て
、
小
正
月
を
祝
う
伝

承
行
事
を
体
験

日

時
・
十
三
日
（
日
）

十
時
～
十
二
時

参
加
費
・
一
組
五
〇
〇
円

対

象
・
一
般
市
民

親
子
二
〇
組

・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で

雪
遊
び
し
よ
う

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て

大
倉
の
雪
原
や
雪
山
を
体
験

日

時
・
二
〇
日
（
日
）

十
時
～
十
五
時

参
加
費
・
一
五
〇
〇

対

象

子
供
か
ら
大
人

(

三
〇
名)

・
親
子
で
雪
遊
び
し
よ
う

大
倉
の
雪
原
で
、
雪
合
戦
、

ソ
リ
す
べ
り
、
餅
つ
き
を
し

て
楽
し
み
ま
す
。

日

時
・
二
十
七
日
（
日
）

十
時
～
十
五
時

参
加
費
・
一
組
一
二
〇
〇
円

（
昼
食
・
保
険
代
込
）

対

象
・

親
子

(

二
〇
組

四
〇
名)

大倉☆くらんだー１月
大倉地域で行われる行事をお知らせします

（行事の日時、内容は変更になることもあります）

※ふるセン＝大倉ふるさとセンター行事

日 曜 行事内容
1 火 元旦

2 水 大倉栗生町内会（新年会）

3 木

4 金

5 土

6 日 消防出初め

7 月 ふるセン（七草食べよう）

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土 定義町内会（新年会）

13 日 ふるセン（団子さし）

14 月
成人の日
白木町内会（新年会）

15 火

16 水

17 木

18 金 大倉四季探検役員会

19 土 習字教室

20 日 ふるセン（スノーシューで雪遊びしよう）

21 月

22 火

23 水

24 木 大倉小学校PTA新年会

25 金

26 土

27 日 ふるセン（親子で雪遊びしよう）

28 月

29 火

30 水

31 木

大
倉
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
訪
問

大
倉
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
訪
問
は
、
十
二
月
の
イ
ベ
ン

ト
報
告
と
、
平
成
二
十
五
年
一
月
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介
で
す
。

ご
都
合
の
つ
く
方
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

編
集
後
記

倉
人
一
一
三
号
お
届
け
致

し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
漢
字
は
「
金
」

と
先
日
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
て

い
た
。
金
環
日
食
の
ほ
か
、

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
の
日
本
人

選
手
の
活
躍
や
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
開
業
、
山
中
伸

弥
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

な
ど
で
、
「
多
く
の
金
字
塔

が
打
ち
立
て
ら
れ
た
」
こ
と

が
理
由
と
の
こ
と

皆
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
一

年
は
ど
う
で
し
た
か
？
。

一
年
を
振
り
返
り
、
皆
さ

ん
の
今
年
の
漢
字
を
考
え
て

み
る
の
も
良
い
の
で
は
？

で
は
、
良
い
年
を
お
迎
え

下
さ
い
。


